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１．はじめに

平成30年度も大阪府北部地震、西日本豪雨災害、北海道胆振東部地震と各地で災害が多発
した。昨年度から継続した本事業は、立ち上げた「全国災害福祉連絡協議会（仮称）準備会」
（以下、災福協）を「全国災害福祉連絡協議会（仮称）」として稼働させることが大きな柱であ
った。そのため上記災害発生時には「災福協」として被災地の支援者会議の場に参加するよう
にしてきた。西日本豪雨災害時にもいくつかの会議に参加したが、平成29年７月５日付け厚生
労働省通知「大規模災害時の保健医療活動に係る体制の整備について」（＊1）にあるDMAT所属
の委員に、現地入りしているDHEAT（＊2）に支援を申し出ることの助言を頂いた。申し出たと
ころ数度「被災地住民感情として普段関わりの少ない職種の個別支援は不安ということなので
せっかくのお申し出ですがご辞退させていただきます」という結果となった。このことから災
害支援活動は普段からの社会福祉職の地域支援の延長線上にあるということを改めて気づかさ
れた。そのためには社会福祉専門職の災害支援活動のプラットフォームとしての「災福協」組
織立ち上げを急ぎ、社会福祉職が共通基盤の上で各地域で普段から研修等を通して継続して活
動する必要性があることを確認した。
さらに、「災福協」の運営を考える上で平成30年５月31日付け厚生労働省社会・援護局通
知「災害時の福祉支援体制の整備について」（＊3）の内容にある「各都道府県における災害福祉
支援ネットワーク」との関係を踏まえる必要もある。その視点で平成30年度は「災害福祉支援
活動基礎研修」のプログラムに「各都道府県における災害福祉支援ネットワーク（DWAT・
DCAT）」の事務局に講師をお願いすることを基本とした。また、既に活動を開始している
DWAT・DCATとの情報連絡会を開催し、お互いの活動内容の共有と今後の協働の可能性に
ついて話し合う機会を持つことができた。今後も継続して、今回トライアル的に実施した「体
験型研修」研修プログラムも含め、テキストの協働開発や役割分担等について話し合う機会を
持ちたい。
「災害福祉支援活動基礎研修」としてWAMから３年間頂いていた助成が平成30年度で最終
となった。この研修修了者で今後の災害福祉支援活動への参加を希望してくださる登録者がほ
ぼ650名となっている。今後不幸にも災害が発生し全国各地で福祉支援人材が求められる時に、
せっかくの登録者の意思を活かすためにも前述の各県のDWAT・DCAT事務局の名簿登録の
方針も踏まえて派遣体制の整備も急務である。

【補足】
＊１　巻末資料参照
＊２　災害時健康危機管理支援チーム
　　　https://www.mhlw.go.jp/fi le/06-Seisakujouhou-10900000-Kenkoukyoku/0000198472.pdf
＊３　巻末資料参照
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2．事業の目的等

目的：全国３会場で福祉職向けの災害福祉支援活動基礎研修を、１会場で体験型研修を１泊２
日で実施した。災害支援に関心のある福祉職を掘り起こし、災害時の福祉支援に関する
基礎知識を共有し習得すること。また、他の専門職の考え方や専門性を知るとともに、
普段別の分野で働いている福祉職との協働の体験をすることにより、平時、災害時での
ネットワークをつくること。さらに全国に災害福祉支援チーム人材がストックされてい
くことで、様々な災害において、即応かつ継続的に福祉支援を行うことができるように
すること。

　　　初めて実施した体験型研修では、講師・受講生共々福岡県立社会教育総合センターに宿
泊した。寝食を共にしたことによる受講生間の相互理解や長時間の講義・演習と通して
災害支援の在り方などに理解が深まったとの声が届いた。また、被災時の疑似体験とし
て昼食を非常用の保存食として提供した。

　　　研修実施および研修修了者登録、および派遣を行う「全国災害福祉連絡協議会（仮称）」
の発足とその活動の実際を医療支援者に知ってもらうために「災害医療学会」で発表を
行う。

主催：公益社団法人日本医療社会福祉協会

共催（順不同）：公益社団法人 日本社会福祉士会
　　　　　　　　公益社団法人 日本精神保健福祉士協会
　　　　　　　　公益社団法人 日本介護福祉士会
　　　　　　　　一般社団法人 日本介護支援専門員協会
　　　　　　　　特定非営利活動法人 日本相談支援専門員協会
　　　　　　　　特定非営利活動法人 日本ソーシャルワーカー協会
　　　　　　　　一般社団法人 日本ソーシャルワーク教育学校連盟
　　　　　　　　一般社団法人 東京都医療社会事業協会
　　　　　　　　一般社団法人 福岡県医療ソーシャルワーカー協会　
　　　　　　　　群馬県医療ソーシャルワーカー協会
　　　　　　　　徳島県医療ソーシャルワーカー協会

協力：社会福祉法人全国社会福祉協議会

助成：独立行政法人福祉医療機構社会福祉振興助成事業
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3．事業内容・実績

（１）研修プログラムの改良事業
昨年同様多くの社会福祉専門職団体および医療関係者による委員会を組織し、５回の委
員会を開催して昨年度に実施した「災害福祉支援活動基礎研修」研修プログラムの改良お
よび「体験型宿泊研修」プログラムの開発を行った。

　改良点：
　１．「災害時におけるコーディネーション機能」を「ニーズ調査」に変更
　　　　併せて「総論」および「災害ボランティアセンター」との重複部分を整理することを

確認した。また、ニーズ調査時のアセスメントシートに関して、今後、発災時における
保健医療チームでは統一のシートが使うことが決まっているので、整合性のとれる福祉
の項目の入ったシートを作ることが大切。現在アセスメントを行っているJRATとの協
働を視野に入れておく必要があることも確認した。まだ確定したアセスメントシートは
ないので何種類かのアセスメントシートをつけて、ニーズ把握の重要性、具体的な課題
をどう把握するのか、そしてニーズを掘り起こしただけで後を現地に押し付けるのでは
なく、結びつける必要があるということの整理をする内容の講義とする。

　　２．「災害福祉を巡る施策動向、自治体との連携等」の講師を昨年度は自治体の危機管理
室の担当者にお願いしていたが、本年度は厚生労働省社会援護局より「災害福祉支援ネ
ットワーク作成ガイドライン」が通知されたことによってネットワーク事務局担当部署
に依頼した。

　３．アンケート
　　　　昨年度は自由記述のみのアンケートであったため、量的調査が行えなかった。今年度

は、講義ごとに５段階評価、２日目アンケートに研修到達目標の達成度と全体の評価の
項目を入れることとした。

■委員会の日時と会場
　第１回　日　時：2018年５月７日（月）14時00分～16時20分　
　　　会　場：一般社団法人 日本ソーシャルワーク教育学校連盟　研修室

　第２回　日　時：2018年７月18日（水）18時00分～20時00分
　　　　　会　場：一般社団法人 日本ソーシャルワーク教育学校連盟　研修室
　第３回　日　時：2018年９月30日（土）17時00分～19時00分
　　　　　会　場：一般社団法人 日本ソーシャルワーク教育学校連盟　研修室
　第４回　日　時：2019年１月21日（月）９時00分～12時00分
　　　　　会　場：ＴＫＰ品川カンファレンスセンター　ミーティングルーム８Ｉ
　第５回　日　時：2019年２月21日（月）９時00分～12時00分
　　　　　会　場：ＴＫＰ品川カンファレンスセンター　ミーティングルーム６Ｋ
　その他、各講義等の担当講師の先生方で打ち合わせ、調整等を適宜実施。
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委 員 氏 名 所　　　属 講師兼務

白 澤 政 和 桜美林大学大学院
川　井　太加子 桃山学院大学 ○
大 島 隆 代 早稲田大学 ○
山 本 克 彦 日本福祉大学 ○
原　田　奈穂子 宮崎大学医学部看護学科地域精神看護学 ○
山 本 純 江 公益社団法人 日本社会福祉士会 ○
笠 松 信 幸 一般社団法人 日本介護支援専門員協会 ○
舟 田 伸 司（前）

公益社団法人 日本介護福祉士会
○

中 野 朋 和（後）
森 谷 就 慶 公益社団法人 日本精神保健福祉士協会 ○
齋 藤 栄 樹 特定非営利活動法人 日本相談支援専門員協会
高 橋 良 太 社会福祉法人 全国社会福祉協議会
鎌　田　真理子 特定非営利活動法人 日本ソーシャルワーカー協会
小 森 　 敦 一般社団法人 日本ソーシャルワーク教育学校連盟
笹 岡 眞 弓 文京学院大学 ○
坪 田 ま ほ 公益社団法人 日本医療社会福祉協会 ○

■課題とまとめ
◇体験型宿泊研修プログラム
「基礎研修だけでは実際の支援活動に参加できる自信が持てない」との参加者からの声
をもとに基礎研修終了者を対象者として研修プログラムを開発することになったが、委員
間での目的の共有が短時間では困難を極めた。保健医療との連携を視野にいれた研修プロ
グラムの開発を目的に宮崎県で行われた医療職・福祉職参加の図上訓練にも参加したが、
今回のプログラムに落とせていない。引き続き目的と内容を検討する必要がある。
◇DWATとの情報交換会（2019. 2. 28）
2019年１月21日（月）の第4回委員会において2019年２月28日（木）に決定。
既にDWATとしての登録研修を開催している群馬県や活動をしている青森、岩手、熊
本DWAT の事務局との情報交換会を行った。今後DWAT事務局と社会福祉専門職団体の
連携が重要であることから研修内容の改良、テキストの編集、派遣登録等で連携をしてい
くことを確認した。

■委員名簿（敬称略）
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（２）災害福祉支援活動基礎研修実施事業（以下「基礎研修という）
①日時と会場
第１回目（東京会場）
日　時：2018年９月29日（土）、９月30日（日）
会　場：一般社団法人 日本ソーシャルワーク教育学校連盟 研修室
　　　　（東京都港区港南４-７-８　都漁連水産会館６階）
第３回目（群馬会場）
日　時：2018年11月３日（土）、11月４日（日）
会　場：独立行政法人 国立病院機構高崎総合医療センター

地域医療研修センター視聴覚室　　　　　
　　　　（群馬県高崎市高松町36）
第４回目（徳島会場）
日　時：2019年２月９日（土）、２月10日（日）
会　場：徳島県立総合福祉センター 
　　　　（徳島市中昭和町１丁目２番地）
②対　象：地域で活動する社会福祉士、精神保健福祉士、介護福祉士、介護支援専門員、

相談支援専員などの福祉・介護の専門職、社会福祉協議会、ボランティア・コ
ーディネーター、福祉系教員など災害時の福祉支援に関心のある福祉関係の方

③受講料：基礎研修 2,000円
④プログラム概要

＜基礎研修＞
■総論（講義）
講　師：川井 太加子 氏（桃山学院大学）〔群馬〕
　　　　大島 隆代 氏（早稲田大学）〔東京、徳島〕
概　要：総論として「災害とは」「災害と福祉の関係」「災害福祉支援活動における区

分」「外部からの福祉支援の原則」「研修の目的」など枠組みや理論を中心とし
た講義。

■災害医療について（講義）
講　師：赤星 昂己 氏（東京女子医科大学東医療センター）〔東京〕
　　　　高寺 由美子 氏（前橋赤十字病院　看護師長）〔群馬〕
　　　　小井土 雄一 氏（国立病院機構災害医療センター）〔徳島〕
概　要：災害派遣医療チーム（DMAT）の第一線で活躍する講師による、我が国の災

害医療体制、DMATの目的、支援方法、福祉支援に期待する事などについて
の講義。

■災害ボランティアセンター（講義）
講　師：園崎 秀治 氏（全国社会福祉協議会）〔東京、群馬、徳島〕
概　要：災害ボランティアセンターによる被災者支援」「災害ボランティアセンター

を支える支援のネットワーク」などの災害VCの実態・機能についての解説や、
「支援者のあり方」「外部支援を行う上での重要なポイント」など支援者誰しも
が心がけるべき点についての講義。
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■災害支援における多職種連携（講義）
講　師：原田 奈穂子 氏（宮崎大学）〔東京、群馬、徳島〕
概　要：災害支援における多職種連携の必要な理由、連携の実例、課題、特に支援者の

感じるストレスなどについて、理論と実践に基づいた講義。

■避難所・福祉避難所生活期における役割（演習１）
講　師：山本 克彦 氏（日本福祉大学）〔東京、徳島〕
　　　　舟田 伸司 氏（日本介護福祉士会）〔群馬〕
概　要：豪雨で被災した地域での活動を想定し、一次避難所の中でもより支援が必要な

人を選び、具体的な支援を考える演習。多職種が集まるグループで様々な視点
からスクリーニングし、協議した。また、この演習では参加者同士の交流も大
きな目的の１つとしている。

■災害福祉を巡る施策動向、自治体との連携等（講義）
講　師：高橋 紘之 氏（東京都社会福祉協議会）〔東京〕
　　　　鈴木 伸明 氏（群馬県社会福祉協議会）〔群馬〕
　　　　谷 寛文 氏  （徳島県危機管理部とくしまゼロ作戦課 )〔徳島〕
概　要：各開催地の自治担当者による、各地域で備えられている防災対策や避難所など

災害対応の仕組みと、その基となる考え方、福祉専門職による支援へ望むこと
などについての講義。

■法制度（講義）
講　師：中野 明安 氏（丸の内総合法律事務所) 〔東京〕
　　　　舘山 史明 氏（舘山法律事務所）〔群馬〕　
　　　　堀井 秀知 氏（浅田法律事務所）〔徳島〕
概　要：災害時の福祉支援の際に活用できる法制度の解説。災害対策基本法や被災者生

活再建支援法、生活保護法、弔慰金支給法などで使用できる制度等の解説に加
え、弁護士会で行っている災害時の取り組みの紹介。

■ニーズ調査（講義） 
講　師：笠松 信幸 氏（日本介護支援専門員協会）〔東京、群馬、徳島〕
概　要：支援活動として行われる「ニーズ調査」の意義と目的、実際の調査方法や調査

票の記入について

■チームカンファレンス（演習２）
講　師：山本 純江 氏（日本社会福祉士会）〔東京、群馬、徳島〕
　　　　笠松 信幸 氏（日本介護支援専門員協会）〔東京、群馬、徳島〕
概　要：演習１と同じ被災地で、自宅で生活している被災者家族に実情把握を行い、グ

ループでそれぞれの専門性を活かして状況把握、想定を行い、支援計画を考え
る演習。２人１グループで個別の支援を考えたのち、６人１グループで家族全
体の支援計画を協議した。
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■支援の引継ぎ（演習３）
講　師：笹岡 眞弓 氏（日本医療社会福祉協会）〔群馬、徳島〕
　　　　森谷 就慶 氏（日本精神保健福祉士協会）〔群馬〕
　　　　島津屋 賢子 氏（日本精神保健福祉士協会）〔東京〕
　　　　坪田 まほ 氏（日本医療社会福祉協会）〔東京、群馬〕
ファシリテータ：日本精神保健福祉士協会〔東京、群馬、徳島〕
概　要：支援内容が洩れることなく継続されるため、記録をする必要性を知り、短時

間で把握できる記録記入の工夫を学ぶ演習。演習１．２と同じ被災地を想定し、
３つのロールプレイを見て、１つの状況確認シートに書き込んでいった。

（３）災害福祉支援活動基礎研修実施事業（以下「体験型研修」という）
①日時と会場
第２回目（福岡会場）
日　時：2018年10月20日（土）、10月21日（日）
会　場：福岡県立社会教育総合センター
　　　　（福岡県糟屋郡篠栗町大字金出3350-2）
②対　象：地域で活動する社会福祉士、精神保健福祉士、介護福祉士、介護支援専門員、

相談支援専員などの福祉・介護の専門職、社会福祉協議会、ボランティア・コ
ーディネーター、福祉系教員など災害時の福祉支援に関心のある福祉関係の方

③受講料：体験型研修 3,000円
④プログラム概要

＜体験型研修＞
■講　師：山本 克彦 氏（日本福祉大学）
　講　義：コミュニティービルディング（地域と災害）
　　　　　―　参加者の関係構築、地域とつながりの体験　―

■講　師：篠原 辰二 氏（Wellbe Design 理事長）
　講　義：災害ソーシャルワーク・方法と展開①、②
　　　　　―　災害発生～初動～緊急支援・被災者支援、被災地・被災者との協働への流

　　れ、福祉支援の実際を体験する　―
　　　　　―　カードゲーム型学習　―

■講　師：篠原 辰二 氏（Wellbe Design 理事長）
　講　師：山本 克彦 氏（日本福祉大学）
　演　習：災害“現場”をイメージする
　　　　　―　災害時の支援フェーズ、地震災害、豪雨水害等の特徴を考える　―

■講　師：小早川 義貴 氏（国立病院機構災害医療センター）
　講　義：最近の災害時における保健医療体制 及び
　　　　　災害時医療におけるCSCAワークも含めて
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■講　師：笹岡 眞弓 氏（日本医療社会福祉協会）
　ファシリテータ：日本精神保健福祉士協会
　演習１：避難所におけるアルコ―ル依存症の被災者への支援
　
■講　師：坪田 まほ 氏（日本医療社会福祉協会）
　演習２：被災自治体から外部支援に期待される福祉支援

（４）「全国災害福祉連絡協議会（仮称）準備会」立ち上げ事業
①団体事務局員会議（１回開催）
＊「大阪府北部地震」「西日本豪雨災害」等の発災によって会議開催が中断

②「西日本豪雨災害」への先見隊としての派遣
被災地からの具体的な支援要請は得られなかった。今後「全国災害福祉連絡協議会（仮
称）準備会」を正式なものとし、認知度を上げる必要性を認識した。
③「災害医学会」への参加
災害医療の専門家の組織である「災害医学会」で社会福祉職の活動を認識してもらうた
め学会発表を行った。
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4．事業成果

（１）研修プログラムの改良事業
演習内容について、関連団体のうち２団体ごとに１つの演習プログラムを検討すること
となった。このことによって、職能団体の垣根を超えた協議をすることができ、各専門性
を活かした演習内容となった。

（２）基礎研修　事業成果
各会場には全国から多くの福祉、介護の専門職や社会福祉協議会、自治体、災害福祉支
援に関心のある方など、様々な参加者が集まった。基礎研修の回数を重ねることによって、
共催団体とのコミュニケーションが深まり、全国災害福祉連絡協議会（仮称）準備委員会
を立ち上げることができた。また、参加者が自分の居住する地域で開催したいというニー
ズが生まれてきた。

（３）基礎研修／体験型研修の申込者数、受講者数、出席率
①基礎研修　申込者数：229人　　受講者数：164人　　出席率：72％
東京会場：申込者数：121名

　　受講者数：１日目83名　　出席率69％
　　　　　　　２日目73名　　出席率60％
　　交流会出席者数：20名（受講者13名、講師５名、事務局２名）

群馬会場：申込者数：55名
　　受講者数：１日目47名　　出席率85％
　　　　　　　２日目46名　　出席率84％
　　交流会出席者数：24名（受講者：17名、講師６名、事務局１名）

徳島会場：申込者数：53名
　　受講者数：１日目45名　　出席率84％
　　　　　　　２日目45名　　出席率84％
　　交流会出席者数：23名（受講者：16名、講師５名、事務局２名）

②体験型研修　申込者数：32人　　受講者数：29人　　出席率：91％
福岡会場：申込者数：32名

　　受講者数：１日目29名　　出席率91％
　　　　　　　２日目29名　　出席率91％
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③申込者属性等：
•申込者の保有する資格（複数回答）は、全体で以下の通りだった。

　
社会福祉士 精神保健

福祉士 介護福祉士 介護支援
専門員

相談支援
専門員

その他福祉
（保育士等）

その他、
なし

1 9 3 9 2 4 3 7 9 2 1 7 9

•申込者の所属（勤め先等）は全体では以下の通りだった。

　

医療機関 高齢者施設 居宅介護支援
事業所

障害者施設／
障害者事業所 自治体

1 3 9 6 4 9 1 0

社会福祉協議会 地域包括支援
センター 養成校 その他福祉関係

機関
福祉機関以外、

その他

1 1 5 9 2 0 1 6

•地方別の申込者数は、全体で以下の通りだった。

　

北海道 東北 関東甲信 北陸 東海

3 6 1 3 6 1 9

近畿 中国 四国 九州・沖縄

1 9 1 1 3 4 1 0

•申込者の被災地支援経験の有無は、全体で以下の通りだった。

　
有 無

6 0 1 6 9

（４）災害福祉派遣登録者リスト
今年度の派遣登録者数は154名となった。昨年度までの派遣登録者数は500名程度であっ
たため、合わせると全国で650名となり、災害派遣人材が蓄積されてきた。
なお、受講者情報の取り扱いについては、申込段階で以下の扱いについて明記し、受講
者はそれを確認したうえで受講を申し込むこととした。参加申し込みフォームに明記した
内容は、リスト化して、災害時に派遣する福祉支援者リストとして日本医療社会福祉協
会が保管し、必要に応じて日本ソーシャルワーカー連盟（ＪＦＳＷ）（日本社会福祉士会、
日本精神保健福祉士協会、日本医療社会福祉協会、日本ソーシャルワーカー協会）、日本
ソーシャルワーク教育学校連盟、で共有する。
また受講者には研修2日目に「災害福祉支援派遣のための情報シート（記名式）」を配布

し、派遣に関しての詳細な情報の提供（自動車運転の可否等。自筆）をしていただいた。
これも同様にリスト化し、保管する。なお、これらの情報は災害時に派遣を打診するため
のリストとして保管し、災害時には住所地や専門等により調整し打診を行ったうえで、そ
の時々の候補者の事情により派遣を調整する。これらの情報はこの事業と災害派遣関係以
外に使用しない。
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•47都道府県における災害派遣登録者の都道府県別集計リスト
　総派遣登録者数　　154名

　

都道府県 北海道 青森 岩手 宮城 秋田 山形 福島 茨城 栃木 群馬
集計 2 　　 2 1 2 2 2 4

埼玉 千葉 東京 神奈川 新潟 富山 石川 福井 山梨 長野
4 5 2 1 1 1 1 1 2 2
岐阜 静岡 愛知 三重 滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山

2 3 1 5 4 1 2 1
鳥取 島根 岡山 広島 山口 徳島 香川 愛媛 高知 福岡

7 1 　 1 6 6 1 1 6
佐賀 長崎 熊本 大分 宮崎 鹿児島 沖縄
4 1 4 4 2 1 1

　　

0 5 10 15 20 25 30

沖縄県
鹿児島県
宮崎県
大分県
熊本県
長崎県
佐賀県
福岡県
高知県
愛媛県
香川県
徳島県
山口県
広島県
岡山県
島根県
鳥取県
和歌山県
奈良県
兵庫県
大阪府
京都府
滋賀県
三重県
愛知県
静岡県
岐阜県
長野県
山梨県
福井県
石川県
富山県
新潟県
神奈川県
東京都
千葉県
埼玉県
群馬県
栃木県
茨城県
福島県
山形県
秋田県
宮城県
岩手県
青森県
北海道

1
1
2

2

2

2
2

2
2

2

2

4

4

3

5

5

11
21

24

4
4

4
6

6

7

16

1

1
1

1

1

1

1

1

1

1

0

0
0

0

0

0
0

0
0

0
0

災害派遣登録者　都道府県別集計
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•47都道府県災害派遣全登録者　所属≪勤め先等≫集計（複数選択）

　

１．医療
　　ソーシャル
　　ワーカー

２．高齢者
　福祉

３．障害者
　福祉 ４．児童福祉５．社会福祉　協議会

６．行政・
　　自治体 ７．その他

8 7 3 0 2 2 6 7 1 0 1 4

　

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

14

10

7

6

22

30

87

７．その他

６．行政・自治体

５．社会福祉協議会

４．児童福祉

３．障害者福祉

２．高齢者福祉

１．医療ソーシャルワーカー

災害派遣全登録者　所属≪勤め先等≫集計
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•47都道府県災害派遣全登録者　取得資格集計（複数取得）

　

1. 社会福祉士 2. 精神保健福祉士 3. 介護福祉士 4. 介護支援専門員 5. 相談支援専門員

1 2 7 5 9 3 7 5 6 1 0

 6. ボランティア・
 　 コーディネーター 7. 看護師 8. 保健師 9. 保育士 10. その他

0 3 0 5 1 6

0 20 40 60 80 100 120 140

16

5

3

0

0

10

59

127

10. その他

9. 保育士

8. 保健師

7. 看護士

5. 相談支援専門員

4. 介護支援専門員

3. 介護福祉士

2. 精神保健福祉士

1. 社会福祉士

6. ボランティア・
　 コーディネーター

56

37

災害派遣全登録者　取得資格状況
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（５）「全国災害福祉連絡協議会（仮称）準備会」の開催
今年度、４回の研修を経て派遣登録者数が650名を超え、災害派遣人材が蓄積されてき
た。そこで、企画委員会で発災時の具体的な人材の派遣の方法の必要性が検討された。こ
れまでの取り込みの成果や福祉の支援にかかる関係団体等との信頼関係や連携の素地が整
ってきている状況を踏まえ、災害が発生した際に関係団体および会員等が連携・協働して
災害福祉支援活動を行うことができるよう、全国組織『全国災害福祉連絡協議会（仮称）』
設立の準備をすることとなった。

（６）研修アンケート

研修名 災害福祉支援活動基礎研修　東京会場

参加者数 回答者数 回答率

１日目 8 3 7 4 8 9％

２日目 7 3 6 9 9 4％

感想・意見

■研修全体の
主な感想

•被災地に支援者が行って何ができるのか、被災された方の気持ち
になって行動すること、また寄せ集めである支援者同士も互いに
尊重しあうことが大切であることを学びました。（複数）
•様々なバッググラウンドをもつ人々が共に学び、話し合える環境
はなかなか経験できないので、貴重であった。（複数）

•災害支援について身近に感じることができ、今後支援に参加でき
る機会があればよいと感じた。どのように参加するのかの方法を
知りたいと思った。
•全ての項目とても学べました。また参加したいと思います。
•災害支援について初めてきちんと学ぶことができてよかったです。
（複数）
•普段のソーシャルワークとはまた違う視点で得られたことは大き
な実りでした。共通するところは、相手が今どこにたっていて、
何を必要としているのかを見極め、サポートすることで、改めて
ソーシャルワークとは何かを考えさせられました。相手の力を奪
い過ぎないことが災害支援でも大切なのだということは、少し驚
きです。
•講義と演習がバランス良くくみこまれていて、実際現地で実践さ
れている先生方のお話がとても学びの多い研修でした。
•２日間の研修を通して災害福祉に対しての視点をもつことができ
たため参加してよかったと思います。（複数）
•思っていたより規模の大きい実践的な内容だったのですが、それ
がかえって臨場感もあり学ぶことが多かったです。全体的に集中
力が切れることなく興味のつきない研修でした。
•ビジョン、ストラテージを県の協会でも持つように考えていきた
い。県内の体系づくりに着手していきたい。
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■主な希望　
　する内容・
改善点　

•すべて新鮮で大いに学べました。以前東日本大震災で支援に参加
した際の組織の課題や自分の活動の問題点を再確認できました。
•被災は他人事ではなく、対応力を日ごろから身につけ、普段から
関係機関と顔合わせをしておく大切さを学びました。
•災害支援について学んで、是非実践に活かしたいと思っても環境
が整わない。１週間とかはむつかしいですが、できる範囲で１日
２日でも今後支援できたらと思いました。
•今回災害福祉、災害ソーシャルワークというタイミングで台風24
号が列島に接近した。これもひとつの災害として考えた時、恐ら
く全員が、10分という短い時間で栄養補給をしたり、水分をとっ
たり、最新の台風状況を貼り出したり、時間を配分したりと災害
を最小限に防ぐ手段を講じていただいた。こうした状況に応じて
柔軟に誰もができれば基盤が強くなるのではないだろうかと考え
た。貴重な経験でした。

•福岡である実践研修ですが、場所が遠方で参加できません。都内
で今後開催していただきたいです。
•２日目の初めに今日のスケジュール伝えて欲しかったです。でも
早く終わってもらえて助かりました。
•性的少数者への支援の実例共有を希望。
•事例、実例に基づいたシミュレーションを更に行っていただけれ
ば幸いです。（複数）
•基礎研修ということですが、基本的な災害に関する知識について
講義してほしい。
•進行が分かりにくかった。また、アンケート回収や受付の場を入
口付近にして導線をスムーズにしてほしかった。
•台風のための時間変更はホワイトボードに書いてほしい。口頭で
は分からない。（多数）
•台風のため、研修途中で参加できなくなる場合はどうなるかを全
体的にアナウンスして欲しい。それによって継続するか否かを
見極めたい。また、振替研修が必要なのか、修了証はどうなるの
か？
•災害支援チーム運用や作り方について知りたい。
•グループワークの時間を区切る際は何分と刻んでいただきたい。
•派遣の話が中心だったが、機関のSWはどう動いているか知りた
い。
•時間の余裕があればよかった。
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東京会場

とても
満足 満足 どちらでも

ない
やや
不満足 不満足

総論 2 6 6 3 4 4 3

災害医療について 4 2 5 2 5 1

災害ボランティアセンター 4 6 5 1 3

多職種連携 6 4 3 0 3 3

避難所での活動の実際 5 8 4 2

災害福祉を巡る施策動向、自治体との連携 2 1 5 5 2 4

ニーズ調査 4 7 5 0 3

法制度 4 8 4 0 8 4

チームカンファレンス 5 4 4 4 2

支援の引継ぎ 3 2 3 8 2 6 4

総合評価 5 0 4 5 3 2

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

50 45 3 2

32

48

47

38 26 4

54 44 2

21 55 24

58 42

42 52 5 1

26 63 4 4 3

64 30 3

46 51 3

3

40 8 4

50 3

総合評価

支援の引継ぎ

チームカンファレンス

法制度

ニーズ調査

避難所での活動の実際

多職種連携

災害医療について

総論

災害ボランティア
センター

災害福祉を巡る施策動向、
自治体との連携

とても満足　　満足　　どちらでもない　　やや不満足　　不満足

東京会場
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研修名 災害福祉支援活動基礎研修　群馬会場

参加者数 回答者数 回答率

１日目 47 46 97％

２日目 46 46 100％

感想・意見

■研修全体の
主な感想

•機会があれば支援活動に参加したいと思います。（複数）
•何も知らずに被災地に行くのは怖いし、みな様に迷惑になるかな
と思って今まで行けずにいましたが、２日間たくさん勉強させて
いただいて、少し自信をつけることができました。（複数）

•災害支援について、これだけの講師陣の皆様に教えていただくチ
ャンスを頂きありがたく思いました。前回の活動は何も教育を受
けずに参加し、多少のトラウマも感じました。やはり教育の必要
性を強く感じました。
•グループワークが良かったです。体感できたのが一番よかった。
•福祉職として息の長い支援をどのように行っていくのか、被災し
た時どのように支援してもらうのかをイメージできたと思います。
•現職のSWではないのでこの研修は難しいかなと思いましたが、
基礎を丁寧にやっていただき、多くの支援者養成ができるなと思
いました。
•内容は充実していたが、余談がなくて残念だった。休憩がなくな
ったが終了時間が早くならず忙しかった。
　DWAT（群馬）の話しをもっと聞きたかった。具体的にどんな内
容だったのか、記録はどのようにしたのかなど。
•実際に被災地に足を運んで活動されてきた方々の生のお声を伺え
たことはとてもありがたかった。（複数）

•災害支援については、機会があれば参加したいと思います。（複
数）
•災害福祉支援活動の意義・目的など理解することができた。また、
すでに活動されている方々の多職種の方の話を伺うことができ、
幅広く知識を得られたと感じる。講義・グループワークと充実し
た２日間でした。（複数）

•全く災害福祉について知らない状態で、今日の研修会に参加させ
ていただき、知識のなさを痛感しました。「平時からできないこ
とは、緊急時にもできない」とあった通りもっと知識を身につけ
たいと思いました。
•短時間でアセスメント、記録をとる難しさを感じるとともに、
「つなぐ」ことが現場で求められていることなのだと思いました。
•被災をしたことがない自分が、どれだけのことに携われるか、そ
れを改めて考えていかないとと思いました。
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■主な希望　
　する内容・
改善点　

•部屋の換気をお願いします。かなり暑くて酸欠になりそうでした。
•支援の引継ぎについてポイントをまとめたものを、後でふり返る
ためにレジメで欲しかったと思いました。
　（板書も切り替えが早くできませんでした。）
•トイレ時間が欲しい（１日目）。敷地内・研修棟の案内図が欲し
かった。開始前に混乱がないようにしてほしい（場所がわからな
かったので探した）。
•２日間では短い充実した内容だった。もっと多くの方々に知って
頂きたいし、参加して頂きたい。PRの仕方を考えては？
•荷物置きのテーブルを作ってほしい。グループワークの時に煩雑。
•実際の災害支援の現場を想定したロールプレイがあると参加した
いと思う。
•グループワークがもう少し時間があればと思いましたが、具体的
に、どれぐらいのケースをどれぐらいの時間で、どのような職種
で行うかというようなロールプレイをグループワークに盛り込ん
でいただけないでしょうか。
•ソーシャルワーク理論を基にケースワークはどうされているのか、
事例を体験してみたい。
•講師の方々の実際の体験談、自身も傷つかないための工夫や、持
参してよかったものなど内容に入ると参考になると思います。
（複数）
•演習をもう少しゆっくりやりたかったです。
•DV支援
•休み時間がみじかい。

•自分の所属機関や地域が被災した場合も含めて、病院の代表と
しても、今研修に参加でき大変参考になった。
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群馬会場

とても
満足 満足 どちらでも

ない
やや
不満足 不満足

総論 3 2 5 0 1 8

災害医療について 6 4 3 2 4

災害ボランティアセンター 4 4 4 0 1 6

多職種連携 5 6 4 0 2 2

避難所での活動の実際 7 1 2 7 2

災害福祉を巡る施策動向、自治体との連携 5 1 4 4 5

ニーズ調査 3 6 6 4

法制度 5 3 4 7

チームカンファレンス 4 6 5 2 2

支援の引継ぎ 5 8 4 2

総合評価 4 8 5 2

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

48 52

58

53

36

42

46 52 2

51 44 5

71 27 2

64 32 4

32 50 18

56 40 2

44 40 16

2

47

64

総合評価

支援の引継ぎ

チームカンファレンス

法制度

ニーズ調査

避難所での活動の実際

多職種連携

災害医療について

総論

災害ボランティア
センター

災害福祉を巡る施策動向、
自治体との連携

とても満足　　満足　　どちらでもない　　やや不満足

群馬会場
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研修名 災害福祉支援活動基礎研修　徳島会場

参加者数 回答者数 回答率

１日目 4 5 4 3 9 5％

２日目 4 5 4 5 1 0 0％

感想・意見

■研修全体の
主な感想

•普段経験する機会が少ない研修であり、とても勉強になりました。
今後役立てたいと思います。（複数）
•二日間のとても短い時間でした。本来であればもっと時間をかけ
て行わないといけないのでしょうが。
　南海トラフの危険性を考えると、市町行政などのすべての鍵とな
る方には研修を受けていただきたい。
•講義と演習のバランスが良く、理解を深めることができた。（複数）
•徳島県でこのような研修を開催していただきありがとうございま
した。改めてSWがSWのチームとして取り組む意識が深まりま
した。
•様々な立場からの講義を聴けて、多くの学びがあった。（複数）
•スフィアの視点は初めてだったので、大変勉強になりました。
•Ｈ30年７月の豪雨でDPATの待機医療機関になり、出動はありま
せんでしたが、前日までは不安が付きまとう感じがありました。
今回研修に参加してみなさん同じような思いがあり、実際に支援
に入らないと分からないことなど、気づきがたくさんありました。
•多様な職種で、それぞれの立場から意見を聞けてためになる研修
でした。（複数）
•さまざまな機関・団体が災害福祉支援に取り組んでいることを知
るきっかけになった。
•被災地に行った経験を振り返ったり、今後もし関わる場合の注意
点に気が付いたりと学ぶことが多かった。
•災害福祉支援の成り立ち、歴史的背景や今の到達点が理解でき、
現状がよく分かりました。今後の支援体制の在り方にも役に立つ
とおもいます。
•研修を通して個人間、所属間が繋がったように感じ、今年度後の
地域における体制整備のきっかけになったように思う。
•具体的に災害に携わる方の行動力、価値観、熱意をひしひしと感
じました。特に講師陣、前向きでさらっとして、被災者の権利
を大事にしているところはみなさま同じと思いました。特に協働、
ネットワーク作りの必要性を実感して、まずは職場でネットワー
ク視点をもつところからはじめます。
•災害支援に行ったことはないが、今回の研修で現場の支援を交え
て学ぶことができ、いろいろなことが理解できました。（複数）
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■主な希望　
　する内容・
改善点　

•災害支援について学ぶことが初めてであり、支援者はスーパーマ
ン的な助けにいくのではなく、本当に協力できることを被災地の
方々と連携していく大切さを学べ、ためになる研修でした。
•演習時間が多く、新しい視点や学びを得ることができた。
•リアルに被災状況や避難所を思い浮かべることが出来、他人事で
はないと強く思いました。
•会場への出入りにもうすこし余裕があるとよかったです。
•基礎研修から学べてよかった。災害支援というものに嫌悪感があ
り避けていた自分がいたが、かなり晴れた気持ちになれました。
•去年初めてSWとして災害支援に行ったが、行く前に受けておき
たかった。
•現場の文化を知り、丁寧に関わる人でありたいと感じました。あ
る意味、加害者にもなり得る危うさにも気づけ、ためになりまし
た。
•すべてのコマが良かったです。（複数）
•今後に活かしていきたい。（複数）

•継続的なステップアップ研修を希望します。（複数）
•基礎研修・体験型研修、修了者向けなどのスキルアップ研修やフ
ォローアップ研修をしてほしい。（複数）

•本研修会を日本国中くまなく開催していただき、各都道府県にも
れなく活動できるSW支援者が増えることを希望します。
•日本医療社会福祉協会で災害活動支援者養成研修が行われ、
DWATでも養成研修をしています。それぞれの研修の意図・内
容は違ってはいますが、今回研修を“認証研修”にしていくなど
も１つではないかと思います。
•研修の積み重ねをしていくことが大切。次のステップバージョン、
経験ある方の研修を通年で行っていただけたらありがたい。日本
医療社会福祉協会でも独自の研修を望みます。
•２日間あれば合宿形式で実施して頂けたらありがたいです。講義
時間外で得るものが大きかったので。
　福岡で味をしめました。
•継続的なフォローアップ研修・体験型研修も四国でまた開催して
いただけると参加しやすいです。
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徳島会場

とても
満足 満足 どちらでも

ない
やや
不満足 不満足

総論 5 6 4 0 2 2

災害医療について 7 3 2 5 2

災害ボランティアセンター 5 5 4 0 5

多職種連携 6 9 3 1

避難所での活動の実際 7 5 2 3 2

災害福祉を巡る施策動向、自治体との連携 4 5 4 0 1 5

ニーズ調査 5 6 4 2 2

法制度 8 1 1 9

チームカンファレンス 7 6 2 4

支援の引継ぎ 8 1 1 9

総合評価 8 1 1 9

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

81 19

81 19

76 24

56 42 2

45 40 15

75 23 2

69 31

55 40 5

73 25 2

56 40 22

81 19

総合評価

支援の引継ぎ

チームカンファレンス

法制度

ニーズ調査

避難所での活動の実際

多職種連携

災害医療について

総論

災害ボランティア
センター

災害福祉を巡る施策動向、
自治体との連携

とても満足　　満足　　どちらでもない　　やや不満足

徳島会場
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研修名 災害福祉支援活動基礎研修　福岡会場
参加者数 回答者数 回答率

１日目 2 9 2 7 9 3％

２日目 2 9 2 7 9 3％
感想・意見

■研修全体の
主な感想　

■主な希望　
　する内容・
改善点　

•講義、グループワークと色々プログラムを通して、今後の業務に
活かして行けると思いました。（複数）
•たくさんの方と話し、考え合えるチャンスをいただき、ありがと
うございました。（複数）
•普段から考えていこうと思います。（複数）
•体験型研修初開催とのことで、参加させていただきましたがとて
も良かったです。
•全国から来られた方々と宿泊を通して、災害支援について勉強す
ることが出来て、自分自身の支援の知識を増やすことが出来まし
た。（複数）
•１日目の講義・演習は実際の場面、行動などを交えて話が聞けた
のですごく満足しています。カードでの演習も勉強になりました。
今回初めて災害支援について学ぶことができ、ソーシャルワーカ
ーが何をなすべきか、実際自分の地域で災害が起きた時に何をな
すべきか少し分かったきがします。
•とても具体的な話が聞けて勉強になりました。（複数）
•スペシャリストの話を聞く機会をつくってもらいよかったです。
•更なるプログラムの充実を期待しています。
•色々な方々と意見交換が出来てよかったです。

•次年度も体験型研修や応用研修を実施してください。更なるプロ
グラムの充実を期待しています。
•宮崎大学の原田先生の話を聞きたかったです。
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福岡会場

とても
満足 満足 どちらでも

ない
やや
不満足 不満足

コミュニティビルディング 6 7 3 3

災害時の非常食体験 5 6 4 4

災害現場をイメージする 6 3 3 3 4

災害ＳＷ方法と展開① 6 8 2 8 4

災害ＳＷ方法と展開② 5 8 3 8 4

保健医療体制 5 6 4 4

アルコール依存 6 7 3 3

自治体から 6 3 2 5 8 4

総合評価 6 7 3 3

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

67

67 33

63

56

58

56 44

68

67 33

63 33 4

28 4

38 4

44

25 8 4

33総合評価

自治体から

アルコール依存

保健医療体制

災害ＳＷ方法と展開②

災害ＳＷ方法と展開①

災害現場をイメージする

災害時の非常食体験

コミュニティビルディング

とても満足　　満足　　どちらでもない　　やや不満足

福岡会場
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5．まとめに代えて

2018年度　災害福祉支援活動研修内容について
【報　告】
１．アンケート結果
＊基礎研修
•各科目とも受講生の評価は高い。
•科目の大幅な見直しの必要性はないと思われる。
•「災害医療の実態」と「法制度」についての専門家の話は受講生が「知らなかった」
事が多く、中でも評価は高かった。
•演習３本については回を重ねる毎に内容も洗練されてきており、徳島会場での評価は
特に高かった。
•東京会場の研修は台風の影響で、時間の制約と加えてアナウンスに関する不満もあり、
評価にばらつきがあった。

＊参集研修（福岡会場）
•合宿という研修形式への評価が高く、研修内容についても妥当性があった。
　全体的に集中力が切れることなく持続し、興味の尽きない研修だった、という受講生
の評価が多かった。

２．自由記載にみる課題
•具体的に災害現場ではどれくらいのケースを、どれくらいの時間をかけてどのような
職種で行うのか、そのスピード感を知りたい。
•皆が役割を持ってロールプレイをする演習を希望する。
•どの程度の出席で修了証がもらえるのか？　例えば今回の台風などが関係する事態で、
欠席せざるを得ない場合、レポート課題などで補えるのか？

【審　議】
•この研修の修了証発行の要件を決定する。　
（案１；全時間数或いはコマ数の８割を参加していれば、レポートを課して修了とする）
（案２；全時間数或いはコマ数の８割を参加していれば、やむを得ない理由があれば
　　　　修了とする。）

　　その他
　　　　
【今後の研修への要望について】

•アドバンス研修、フォローアップ研修の企画
•合宿形式での研修
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6．参考資料

（１）制作物
①研修テキスト
②チラシ

①研修テキスト ②チラシ

基礎

【 対 象 】

【  定  員  】

【 主 催 】

【 共 催 】

公益社団法人日本医療社会福祉協会（助成事業主催）　

各会場 １００名 程度（先着順）

公益社団法人 日本医療社会福祉協会：電話 03-5366-1057　FAX 03-5366-1058　jaswhc@d3.dion.ne. jp【 問 合 せ 】
【 申 込 み 】
【 協 力 】社会福祉法人全国社会福祉協議会　

   研修の詳細は
　↓こちら↓

体験型災害福祉支援活動体験型研修 2018

基礎研修  ２，０００円   /   体験型研修   ３，０００円
基礎研修：地域で活動する社会福祉士、精神保健福祉士、介護福祉士、介護支援専門員、相談支援専門員などの福祉・介護の専門職、
　　　　　社会福祉協議会、ボランティアコーディネーター、福祉系教員など災害時の福祉支援に関心のある福祉関係の方
体験型研修：基礎研修修了者または被災地支援経験者を優先

公益社団法人日本社会福祉士会　公益社団法人日本精神保健福祉士協会　公益社団法人日本介護福祉士会　
一般社団法人日本介護支援専門員協会　特定非営利活動法人日本相談支援専門員協会　特定非営利活動法人日本ソーシャルワーカー協会
一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟　一般社団法人東京都医療社会事業協会
一般社団法人福岡県医療ソーシャルワーカー協会　群馬県医療ソーシャルワーカー協会　徳島県医療ソーシャルワーカー協会　

https://www.jaswhs.or . jp/   日本医療社会福祉協会ホームページよりお申込みください

【  受講料  】

【体験型研修】主なプログラム
「コミュニティービルディング（地域と災害）」
「災害ソーシャルワーク・方法と展開①,②」

【基礎研修】

2019
TOKUSHIMA

【基礎研修】

久留米大学

TOKYO
2018

　9／２９・３０【基礎研修】

徳島県立
総合福祉センター

高崎総合
医療センター
　　

GUNMA
2018

災害福祉支援活動基礎研修 2018

【基礎研修】主なプログラム
演習「避難所・福祉避難所生活期における役割を考える」
演習「チームカンファレンス」
演習「支援の引継ぎ」
「災害医療について」　
「多職種連携」「災害時の法制度」　
「ボランティアセンターの実態・機能」など

「独立行政法人福祉医療機構　社会福祉振興助成事業」

日本ソーシャルワーク
　　教育学校連盟
　　　　研修室

１１／３・４

２／９・１０

久留米大学

【体験型研修】

ＦＵＫＵＯＫＡ
2018

１０／２０・２１

  福岡県立
  社会教育総合センター

「災害 “現場” をイメージする」

「最近の災害時における保健医療体制」

演習「避難所におけるアルコール依存症の被災者への支援」

         「被災自治体から外部支援に期待される福祉支援」

山

山
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